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　　　　　　　Ｐ：０１
　　　　　　某月　某所

　　　　　　　男が一人、机に向かって手紙を書いている。
男０１　　拝啓　鳴海ユキ子様
　　　　　今日は、お知らせがあって筆をとりました！
　　　　　私、畑中ススムは、本日、ついに予科練習生から、本勤務となりました。いよいよ、「夢の艦隊勤務」です。
　　　　　これでやっと、守られる立場から、守る側になることができたこと、誇らしく思います。それに・・・それに何より、海に出られます。信じられますか？海軍なのに、ここの訓練所には近所に海がないのですよ？

　　　　　でも、そんな訓練所でも、今日でおさらばかと思うと、なにやらさみしくもあります。

・・・こんな事を書いても、あなたは、きっと喜びはしないでしょうね。

　　　　　　　男＝畑中、懐中から金属筒を取り出し、じっと見る。

　　　　　　　フルートの頭部管。

　　　　　そうそう、海軍には選抜隊員からなる軍楽隊があるのですよ。艦上で海風に吹かれながら演奏するのは、想像するだけでワクワクします。楽器には悪そうですけどね。

昨今の戦局からすると、編成されていないかも知れませんが、ダメで元々です。私も志願するつもりでいます。

練習艦隊の行事出航は、なかなか華やかなものだそうですよ。元気になられたら、一緒に聞きに行きましょう。その日を楽しみにしつつ・・・。

　　　　　　　と、靴音。

別の男が一人、入ってくる。
　　　　　　　こちらは、畑中よりは立派な服装の男。
鳴海　　入るぞ。

　　　　　　　あわてて起立し、敬礼する畑中。

鳴海　　（机の上を見て）・・・手紙か。

畑中　　あ・・・はぁ。

鳴海　　・・・ユキ子にか？

畑中　　あの・・・はぁ、一応・・・。

鳴海　　・・・そうか。だが・・・。

畑中　　あ、いいんです。あの・・・自己満足ですから。はい。書ければ満足なんです。だからその・・・ご安心下さい、っていうか、お気になさらず・・・。
鳴海　　・・・。

畑中　　（何とも、居心地の悪い間）

鳴海　　で？

畑中　　は？

鳴海　　書けたのか？

畑中　　いえ、まだです。なんだか、どう書いたらいい物か、迷ってしまって・・・。

鳴海　　・・・。

畑中　　！・・・いえ、いつでも出発できます！

鳴海　　（笑）そう、かしこまらなくて良い。

畑中　　は、ありがとうございます。

鳴海　　・・・表でタバコを吸いながら待つことにする。・・・一箱、吸い終わるまでには出てきてくれ。・・・ゆっくりで良い。
畑中　　は・・・あの、でも・・・いいのですか？

鳴海　　かまわんさ、なんせ・・・
畑中　　？

鳴海　　・・・そうか。ここまでは噂も届かんか・・・では、ここだけの話として聞いておけ。今から海軍大佐鳴海としてではなく、鳴海ユキ子の兄として、独り言を言う。

畑中　　はぁ・・・。

晴海　　お前が出向する所は、「敷島兵器開発研究所」という。厳密に言えば海軍の所属機関ではない。

畑中　　・・・え？

鳴海　　退役された敷島技術中将閣下が私費を投じて作られた施設だ。陸海空、どの軍にも属していない。しかし、お前が少尉相当として出向することで部分的に海軍の出先機関となる。

畑中　　・・・はぁ。

鳴海　　そこで何が行われているかは知らん。ただ、これだけは言える。出向先における任務は機密性の高い任務となるだろう。一説によると、中将閣下が政治的なしがらみから隔絶した研究をするために、あえて私設の機関としているという説もある。

・・・おそらく・・・外部との連絡は遮断されることとなるだろう。

畑中　　！

鳴海　　極秘開発の兵器の開発が進み、実戦配備に向けての試験運用が行われているのでは、と噂さているが、定かではない。
畑中　　・・・あの・・・そんな重要な任務に、なんで僕なんかが・・・。
鳴海　　独り言だ。質問は無しだ。

畑中　　はぁ・・・。

鳴海　　なにしろ、噂だけはいろいろとあるからな。曰く、「人体実験が行われている」とか、「帰ってきた者はいない」とか・・・。

畑中　　！

鳴海　　冗談だ（笑）
畑中　　・・・なんだ。はは・・・。

鳴海　　安心しろ。搭乗任務があることは確実だ。「夢の艦隊勤務」だ。

畑中　　はい。ありがとうございます。やっと甲板に立つことができて、光栄です。

鳴海　　いや、甲板は・・・。

畑中　　？

鳴海　　なんでもない。まぁ、・・・手紙、書き上げておいたほうがいいぞ。後悔の無いように、な。
畑中　　は・・・。

　　　　　　鳴海、去りかける。
鳴海　　いかん。肝心なことを忘れるところだった。

　　　　　　鳴海、懐から紙を出し、広げる。

畑中　　？

鳴海　　予科練習生　畑中ススム！

畑中　　（敬礼）は！

鳴海　　本日より少尉昇進とし、敷島兵器開発研究所への勤務を命ずる！お国のために、身命を賭して勤めるように！
畑中　　・・・拝命します！

　　　　　　　暗転。

　　　　　　　Ｐ：０２
　　　　　　　暗転中。
　　　　　　　暗い舞台。

　　　　　　　低く響くモーター音。

　　　　　　　時折、ごぉん、ごぉん、と金属がぶつかる音が響く。
　　　　　　　やがて、小さな明かりが点る。
　　　　　　　その光に照らされて、女の顔が浮かび上がる。

　　　　　　　コクピットである。
女　　　・・・４５・・・４６・・・４７・・・４８・・・４９・・・５０。目標直下到達と予測。圧力正常。流速微少。誤差補正・・・誤差補正完了と予測。これより浮上シークエンスに入る。バラストタンク一斉解放用意・・・３・・・２・・・１・・・解放。
　　　　　　炭酸飲料の栓が抜けるような音。

　　　　　　それと共に、泡の吹き出る音が続く。

　　　　　　上方向を気にしながら、必死に操作する女。

苦戦しているようで、時々舌打ちなどが混ざる。

やがて、響く電子音。

舞台が明るくなると、舞台中央に女がいすに座っている。

周囲を囲んでいるのは、なにやらライトやレバー、ダイヤルなどがずらりと並ぶベニヤ板。
粗末な作りではあるが、「操縦シミュレーター」である。

ベニヤ板には「○六―弐」と、白ペンキで雑に書かれている。

白衣の男が二人、ソデから出てくる。

一人は白髪、禿頭の貧相な老人（＝敷島博士）

一人は片目眼帯（＝天野研究員。助手。）

いずれも異様な人相である。

敷島　　（拍手）いやぁ～～、ブラヴォ、ブラヴォ、ブラヴォー！３ヶ月前は、発進シークエンスに１時間もかかっていたのが、今や一人でここまでこなすとはねぇ。「さすが」だねぇ、「りゅうせき」だねぇ、「ながれいし」だねぇ。
　　　だが・・・天野君？

天野　　はい。計算上、海面浮上点は目標を北に約１５ｍそれたものと予想されます。

敷島　　君も自覚があるのではないかね？ん？

神宮司　　・・・。

敷島　　バラストタンクのリパージは、爆裂ボルトを使っているが、機構上どうしても誤差は生じる。振動によるぶれも当然ある。よって・・・一人では無理だ。そうだな、天野君。
天野　　おっしゃるとおりです、博士。

敷島　　というわけだ。神宮司君、君も納得したな？

神宮司　　・・・。

敷島　　『今日のシミュレーションで目標点に誤差１ｍ以内で寄せることができなければ、操縦席のレイアウトは任せる』・・・そう言ったのは、君だな、ん？

神宮司　　・・・。

敷島　　よって、試作実験機○六―弐式（まるろく、にしき）は艦長、航海長、機関長、爆撃長の４人連座式を採用する！
異論がある人、手ぇ挙げて！はい！はぁい！先生、意見があります！はい、敷島君！はぁい！
「より高い機動性を獲得するため、索敵手を加えた方が良いと思います！」

よろしい！と言うわけで、前述の４人に加え、副艦長兼、通信索敵長を加えた５人で運用することとします！異議無し！
神宮司　　聞いていません。

敷島　　今、言ったよ。

神宮司　　しかし、今更・・・。

敷島　　神宮司くぅん？

神宮司　　・・・。

敷島　　僕は、君の意見を聞かなければならないのかなぁ？そういう立場かなぁ？ん？

神宮司　　・・・いえ・・・失礼しました。

敷島　　いいんだよ、怒ってないよ、僕ぁ気さくな人間だからねぇ。

　　　いやね、連合軍の連中、ソナーなるものを開発してねぇ。これがコウモリみたいに、音波で水中の様子を探る装置なんだがね、まぁ、ぶっつけてみて反応を見る、なんてのは、いかにも連中らしいんだが、これが使ってみると意外と良い感じでねぇ。

　　　　よりよいものは、その出自、来歴を問わずどん欲に吸収する。技術とはそうでなくてはならん。そうだろ、天野君。
天野　　はい。特に海軍においては、外国の技術に学ぶところが多いと存じます。

敷島　　と言うわけだ。

神宮司　　・・・ご命令とあれば、いかようにも。

敷島　　安心しろ。耳の良い奴をちゃんと見繕っておいた。後顧の憂いもない男だ。いい物件だろ？

神宮司　　男？

敷島　　そうだよ？何か問題でも？

神宮司　　・・・別に。

敷島　　よろしい。では、本日はここまで。隊員の訓練に戻り給え。

神宮司　　は！

　　　　　　　暗くなる、舞台。
　　　　　　　一人残る神宮司。

　　　　　　　思い詰めた表情の神宮司。

　　　　　　　

　　　　　　　暗転。
　　　　　　　　Ｐ：０３①
　　　　　　　所変わって、「敷島兵器開発研究所」。

　　　　　　　海の見える丘に立つ、粗末な建物である。

　　　　　　　畑中、荷物を持って登場。

畑中　　・・・ここかな・・・ここだよな・・・すみません。・・・どなたかいらっしゃいますか？

　　　　　　　と、突然鳴り響く、進軍ラッパを連想させる勇ましい音楽。
　　　　　　　バタバタと走り回る女達＝東野、西部、北森。
　　　　　　　机と水の入った洗面器の準備をする。

　　　　　　　

畑中　　あの・・・あの、こちら、「敷島兵器開発研究所」でよろしいんでしょうかね・・・あの・・・あの、聞いてます？

　　　　　　　もちろん、聞いていない。

東野　　総員集合。番号ぉ・・・１！

西部　　２！

北森　　３！

東野　　肺活量向上および同調訓練・・・よぉい・・・はじめ！

　　　　　　一斉に洗面器に顔をつける。
　　　　　　ぶくぶくぶく・・・・。

　　　　　　・・・・。

畑中　　？
西部、北森、顔を上げる（ぶはぁ）・・・少し遅れて、東野顔を上げる。
畑中　　！

東野　　北森隊員！記録は？

北森　　・・・○分○秒。東野隊員が○分○秒です！
東野　　いかん、いかん！いかんなぁ！「５分のカベを越え、かつ同調するように」と、神宮司隊長から申しつかっているのに、○分以上足りていないとは！

北森　　誠に遺憾（いかん）であります！

　　　　　　　寒い間。

東野　　西部、修正せよ！

西部　　は！西部、北森隊員を修正します！修正！
北森　　ありがとうございました！
東野　　たるんどる！５分のカベを越えられない我々も同様にたるんどる！罰として、駆け足！総員整列！すすめ！

　　　　　　西部の吹くホイッスルに合わせて駆け足で出て行く３人。
　　　　　　一人ぽつんと残る、畑中。

　　　　　　めずらしげに洗面器を覗いてみたり・・・。

　　　　　　と、３人駆け足で帰ってくる。

畑中　　（進路をふさぐようにして）あ・・・あの！

一同　　！

　　　　　　西部、ホイッスルを鋭く吹く。

東野　　侵入者発見！

畑中　　ええ？

東野　　排除！

西部、北森　　排除！

畑中　　ちょっと、ちょっと・・・。

　　　　　　畑中を取り囲む３人。

　　　　　　　畑中をとりおさえようとする。

　　　　　　　しかし、一応仮にも予科練で訓練を受けてきた畑中。３人がかりとはいえ、女には負けない。

東野　　うぬぅ。ちょこざいな！かくなる上は・・・。
神宮司　　待て！

　　　　　　神宮司、登場。

東野　　一同、整列！

西・北　　は！

　　　　　　神宮司、つかつかと畑中の前へ。

神宮司　　・・・畑中ススム少尉ですか。
畑中　　はい。

神宮司　　転任届けを。

畑中　　あ・・・これです。

　　　　　　畑中、神宮司に紙（冒頭、鳴海が持っていた物）を渡す。

　　　　　　神宮司、読む。

神宮司　　ご苦労様です。私が「敷島実験小隊」隊長、神宮司しおりです。

畑中　　え？

　　　　　

　　　　　　きれいな敬礼をしてみせる神宮司。
　　　　　　あわてて返す畑中。

神宮司　　・・・女が隊長で、驚かれましたか？

畑中　　驚くって言うか・・・だって・・・。

神宮司　　ご存じとは思いますが、ここは軍隊ではありませんから。

畑中　　はぁ。

神宮司　　よって、私には階級はありません。しかし、ここでは私が隊長を務めております。これ（転任届け）にありますように、少尉には私の補佐をしていただきますが、よろしいですね。

畑中　　え・・・あ、はぁ、転任届けがそうなっているのなら・・・。

神宮司　　結構。では、畑中少尉。あなたを副隊長として、「敷島実験小隊」に迎えます。

東・西・北　　（ざわめく）・・・しかし、隊長！今さら男を加えるなんて・・・。

神宮司　　だまれ！

一同　　！

神宮司　　これは敷島博士が決めたことである。異論があるか？
一同　　ありません！

神宮司　　・・・東野隊員。
東野　　は。（一歩前へ）

神宮司　　・・・訓練の成果を見せよ。

東野　　は！
　　　　　　　先ほどと同様の「訓練」？

　　　　　　　ただし、緊張感倍増。

　　　　　　　さっきより、ちょっと長くがんばるが・・・。

一同　　ぶはぁ・・・げほっ、げほっ・・・。

神宮司　　・・・総員起立！

　　　　　　　整列。

神宮司　　訓練をはじめて２週間以上経つというのに、４分にすら達していないとは何事か！タイミングもまるでなっていない！何故か？東野！

東野　　は！たるいんでいるからであります！

神宮司　　気合いを入れよ！

一同　　は！

神宮司　　そんなことで、立派な潜水艇乗りになれると思うか？

畑中　　「潜水艇」？

一同　　思いません！

神宮司　　もう一度だ！肺活量向上および同調訓練・・・よぉい・・・はじめ！

　　　　　　一同、ぶくぶく・・・。

畑中　　あの・・・？

神宮司　　何か？

畑中　　あの・・・潜水艇って？

神宮司　　ふむ・・・少尉は着任したのだから、話すが・・・我々は新型潜水艇の搭乗訓練および、運用実験を行っている。これは極秘任務である。この新型潜水艇の運用には高度な技術を要する。そこで・・・
　　　　　　神宮司、話ながら懐から出したタバスコのビンを、それぞれの洗面器に１滴、２滴・・・。

一同　　ぶはぁ！・・・げほっげほっ・・・辛ぁ！

神宮司　　呼吸困難の中、不測の事態にも耐え、互いに連携をとるような訓練は必要不可欠と考える。そのための訓練だ。

畑中　　え、じゃあ、これ・・・訓練としてやってたんですか？

神宮司　　遊びだとでも？

畑中　　だって・・・。

神宮司　　立て！

　　　　　　整列。

神宮司　　修正！

　　　　　　一人一人にグーでパンチ。
神宮司　　・・・総員、駆け足！外周１０周！
東野　は！外周１０周！駆け足！用意・・・はじめ！

　　　　　　　駆け足で出て行く３人。

畑中　　・・・。

神宮司　　何をしている？

畑中　　何って？

神宮司　　少尉・・・あなたはここにすでに着任している。そしてあなたは私の部下である。間違いないな？

畑中　　はぁ。

神宮司　　私には階級はないが、私の方が上司であることは事実である。私は、「総員、駆け足」と言った。例外はない。上官の命令は「絶対服従」。海軍では違うのか？

畑中　　！・・・いえ。失礼しました（敬礼）。

神宮司　　復唱！

畑中　　は！畑中少尉、外周１０周、駆け足にて行ってきます！

　　　　　畑中、出て行く　→　別空間へ。

　　　　　　　Ｐ：０３②
畑中　　（駆け足しながら）

拝啓　鳴海ユキ子様。

　　　　私は、新任地からこの手紙を送っています。

　　　　とても残念なことになりました。

　　　　規則ですので、詳しくは書けませんが・・・ここは地獄です。いや、訓練の厳しさなら、予科練の方が厳しかったと思います。そう言う意味じゃなくて・・・そうだ。ここは「掃きだめ」です。この方がしっくりきます。

　　　　私の周りには、とても・・・とても軍人とは思えない人たちばかりです。いや、みんないたってまじめな人たちで、やる気はきっと十分なんでしょうけど・・・その・・・何というか、ずれているというか、何というか・・・。
　　　　と、東・西・北、ぜぇぜぇ言いながら帰ってくる。
畑中　　外周１０周、終了しました！

神宮司　　・・・流石だな。よく鍛えている。

畑中　　はぁ。どうも。

神宮司　　何かスポーツでも？

畑中　　いえ、特には。学生時分はブラスバンドでチューバを吹いておりました。

神宮司　　？

畑中　　・・・あの・・・「吹奏楽部」で「ラッパ」を吹いておりました。

神宮司　　ああ。

畑中　　はは・・・。
神宮司　　では、その心肺機能はラッパで鍛えられた、と。

畑中　　ええと・・・どうでしょう？小さい頃から長距離走は割と得意な方でしたし、生まれつきかもしれません。

神宮司　　・・・少尉。

畑中　　はい。

神宮司　　これ（洗面器）・・・やってみてくれ。

畑中　　・・・それ、ですか？いやぁ、でも・・・。
神宮司　　命令である！畑中少尉、肺活量向上訓練、はじめ！

畑中　　は！

神宮司　　水を換えてやれ。

東・西・北　　は！

神宮司　　限界まで耐えてみよ。少尉なら、５分いけるな。

畑中　　そうですね・・・多分。

　　　　　　　畑中、やってみる。

　　　　　　　部下の誰か、計測。「１分・・・１分３０秒・・・２分・・・」

　　　　　　　畑中、ちょうど５分で起き上がる。

　　　　　　
畑中　　ぶはぁ・・・。

一同　　おお～。

神宮司　　・・・まだ、余裕があるな。

畑中　　はぁ・・・いや、どうかなぁ・・・。

神宮司　　・・・まぁ、いい。少尉に指令を与える。

畑中　　・・・は！

神宮司　　私は、現在、型式番号「○六―弐式」新型潜水艇の調整のため、工房に行く機会が増える。その間の部下達の訓練教官を少尉に命ずる。
東・西・北　　え？

神宮司　　びしびし鍛えよ。期待している。

畑中　　は。拝命します。

神宮司　　東野、西部、北森の３名は、少尉の指示に従うように。

東野　　しかし、隊長・・・。

神宮司　　命令である。意見は認めない。

東野　　・・・は。

神宮司　　・・・少なくとも、体力面で今の少尉のレベルに全員が達することを目標とせよ。それができるまでは文句は言うな。

東野　　・・・了解しました。

神宮司　　では、３名はこれから航海法についての座学を行う。１０分後に会議室に集合せよ。
東・西・北　　・・・はぁい。

神宮司　　声が小さい！

東・西・北　　はい！

神宮司　　なお、少尉は当然海軍で学んだであろうから、座学は割愛する。その代わり、別の任務がある。

畑中　　？はい、何でしょう？

神宮司　　そこの器具庫に、テントが入っている。

畑中　　はぁ。

神宮司　　設置せよ。

畑中　　？・・・どこに？・・・でありますか？

神宮司　　グラウンド内ならどこでもよい。好きなところに設置せよ・・・しばらくはそれが少尉の寝室となる。

畑中　　はぁ・・・はい？

神宮司　　今日まで我が小隊には女性しかいなかったため、まだ体制が整っていないのだ。寄宿舎に男性を寝泊まりさせては、隊の風紀が乱れる。
畑中　　いや、しかし・・・。

神宮司　　近日中には改善する。

畑中　　あの・・・では、近所の旅館に宿をとりますから・・・。

神宮司　　それは不許可だ。

畑中　　えぇ？

神宮司　　我々は極秘任務の最中である。外部との接触は「一切」許されない。
このことに例外はない。

畑中　　・・・。

神宮司　　逆らえば国家機密漏洩による利敵行為と見なし、即刻銃殺である。

畑中　　！銃殺って・・・。

神宮司　　私が撃つ。今、決めた。

畑中　　そんな・・・軍だって軍法会議ってもんがあるんですよ？ましてや、あなたたちは軍人じゃないんでしょ？それを・・・。
神宮司　　その通り。我々は軍人ではない。残念ながら、な。だが・・・我々の直属の上司は敷島もと技術中将閣下である。

畑中　　！

神宮司　　・・・「そのくらい」はどうにでもなる。

畑中　　・・・冗談でしょ？
神宮司　　少尉、覚えておくと良い。ここはそう言うところだ。そして・・・私は冗談は言わない。
畑中　　・・・。

神宮司　　ぼさっとするな。大会議室集合！

東・西・北　　は！

　　　　　　　神宮司を先頭に去る、女性陣４人。

　　　　　　　一人、ぽつんと残る畑中。

畑中　　ユキ子さん・・・前言撤回させて下さい。

・・・やっぱ「地獄」の方がしっくりくるかも知れない・・・。

　　　　　　　暗転

　　　　　　　Ｐ：０４

　　　　　　　そして、あくる日・・・。

　　　　　　　東野、西部、北森、整列済み。

　　　　　　　そこへ、畑中、あわてて服を着ながら登場。

東・西・北　　（敬礼）　　　　　　　

畑中　あ・・・（敬礼）。

東野　お早いお着きで。

畑中　・・・やめて下さいよ。だいたい、起こしてくれればいいじゃないですか。

西部　　そんな・・・男性の寝所に入るなんて、とんでもない。

北森　　そうですよ。隊長に怒られます。

東野　　・・・大体、海軍で早朝訓練をしてきたんじゃないんですか？だったら・・・。

畑中　　してきましたよ。してきましたけど・・・。

東野　　けど？

畑中　　・・・テントが途中でつぶれてしまって・・・その・・・。

東・西・北　　（バカにしたような笑い）
畑中　　一人で設営すること自体、無理があるんですから！・・・まぁ、いいです。訓練を始めましょう。

東・西・北　（敬礼）・・・お願いします！

畑中　　・・・と言っても、とりあえずは、今までしてきた訓練を見せてもらえますか。それによって、今後の訓練計画を立てさせてもらいますから。

東野　　了解しました。西部、北森、洗面器の準備を・・・。

畑中　　あ、いやいや・・・それはもう、結構です。

東野　　・・・？

畑中　　とりあえず、その訓練は別のものに変えようと思います。

東野　・・・はぁ・・・では、一同整列！駆け足用意！

畑中　　いやいや・・・。

東野　　？

畑中　　それも、昨日見せてもらいましたから。

東野　　はぁ。

畑中　　他には？

東野　　・・・他、ですか・・・。

西部　　東野隊員・・・まさか・・。

東野　　やるしかあるまい。

西部　　しかし・・・。

北森　　やめましょうよ。

東野　　副隊長がご所望なのだ。やらんわけにはいかんだろう！

西部　　・・・。

東野　　準備にかかれ・・・。

畑中　　？

　　　　　　　（ここは何でもいいんです。何かくだらなく厳しい訓練を。）

一同　　ぜぇ・・・ぜぇ・・・。

畑中　　（唖然）。

東野　　どうだ！

畑中　　いや・・・「どうだ」って言われても・・・。

　　　　　　間。

北森　　東野隊員、大変です。

東野　　何だ！

北森　　畑中副隊長がバカにした目で我々を見ています。

畑中　　！そんなことありませんよ！

東野　　なんだとぅ。もう一回やるぞ！敷島実験小隊の恐ろしさを見せてやれ！

畑中　　いやいや・・・恐ろしさは十分分かりましたから。できれば、他の訓練を・・・。

　　　　　　　間。

畑中　　え・・・ひょっとして・・・他に何もやってないんですか？

東野　　そ、そんなことは・・・！。

西部　　まぁ、大体そんなような・・・。

東野　　貴様ぁ！

西部　　だって・・・。

北森　　しょうがないんですよ。だって、まだ船がないんですから。

畑中　　・・・あ、そうか。

西部　　噂では、今までの常識をはるかに超えた新兵器なんだそうで。航海術に関する一般的な座学は一応やっていますけど、「訓練」っていうと・・・ねぇ。

畑中　　でも・・・カッター漕艇訓練とかは？潜水艇だって、脱出するとき乗ることもあるでしょうし・・・。
西部　　そう言う話もあったんですが、中止になりました。

東野　　我々は実験小隊だ。訓練内容も極秘に行う必要がある！

畑中　　・・・。

北森　　だって・・・「銃殺」ですから。
畑中　　・・・そうでしたね・・・。

東野　　貴様、今、呆れただろう？

畑中　　いや、別に・・・。

東野　　女どもが訓練ごっこをしているだけだと思っただろう？

畑中　　そんなこと・・・。

東野　　思っただろう！

畑中　　そりゃまぁ、ちょっとは・・・。

東野　　・・・我々だって・・・やれることがあればやりたいんだ！
　　　　　　間。

北森　　だから、東野隊員を上から目線で哀れむのはやめてあげて下さい。

東野　　貴様ぁ。

畑中　　ま・・・とにかく！・・・そうですね・・・最初の、あの、洗面器の訓練・・・。
西部　　「肺活量向上および同調訓練」

畑中　　それです。その訓練の目的は、タイミングを合わせる、ということでいいんですね。

西部　　そうです。

東野　　違います。「肺活量向上」です。
畑中　　なぜ、「肺活量向上」？

東野　　海に潜るからです。

畑中　　・・・潜水艇が、ですよね？

東野　　潜水艇を操縦する我々が、です。

畑中　　でも、素潜りするわけじゃないでしょう？

東野　　・・・それは・・・。

西部　　無音潜行時には、潜水艇は全ての動力を止めると聞きました。当然、空気の循環も止まります。肺活量はあるに超したことはありません。

畑中　　・・・なるほど。しかし、「無音潜行」なんて、よくご存じですね。

西部　　先日、座学で教わりました。東野隊員は居眠りをしていたし、北森隊員は無能なので理解できなかったものと思います。

東野　　なんだとぅ。

畑中　　やめて下さいよ、もう・・・
　　　　　　言い合いになる3人をよそに、畑中、独白モード。

畑中　　・・・拝啓、鳴海ユキ子様。
　　　　訓練初日から、大変です。

　　　　彼女らは、「神宮司隊長」の命令には絶対服従なのでしょうけど、「上官」の命令に従う考えはもっていないようです。

　　　　まぁ、私がもう少し上官らしくなれればそれですむんでしょうけど、こればっかりは向き不向きってものがあるじゃないですか。ブラスバンドやっていたときだって、ユキ子さんの周りにはいつも後輩がいたけれど、私はいつまでも使いっ走りでしたし・・・。そんな私が、部隊長になって、彼女ら相手に訓練をするなんて・・・それも、タイミングを合わせて、肺活量を上げて、みんなを仲良くさせて・・・・・・待てよ。

　　　　　　　畑中、フルートの頭管部を思い出して・・・。
畑中　　・・・・・あの。

東野　　はい？

畑中　　・・・良いことを考えました。（にやり）訓練をしましょう。
一同　　・・・。

畑中　　言っておきますが、厳しいですよ。

　　　　　　暗転

　　　　　　　Ｐ：０５

　　　　　　敷島兵器開発研究所・工房

　　　　　　天野君と鳴海が、少しはなれてイスに座っている。

　　　　　　ボードにおいた紙に、鉛筆でなにやら書き留めながら。

　　　　　　

　　　　　　両方を行ったり来たりしながら、にやにや見ている敷島。

天野　　では・・・「ろ」の３，「は」の４、「に」の３！

鳴海　　・・・至近弾２・・・。

天野　　ん～？

鳴海　　では・・・「ろ」の４、「は」の２・・・「ほ」の２。

天野　　うわぁ・・・轟沈２。「ろ」の４、「は」の２です！

敷島　　わはは。くらったねぇ、天野君。

天野　　くぅ～～。

敷島　　さぁ、後がないよ？ここで殲滅しなければ、確実に君の負けだねぇ。

天野　　了解しました。敷島兵器開発所　所員の誇りにかけて、天野いきます。

　　　　では・・・「ろ」の２，「は」の２、「に」の２！

敷島　　君、それ、さっきやったろ？

天野　　え、そうでしたっけ？

鳴海　　反応無し。

敷島　　ほら～～。

天野　　あちゃ～～。

鳴海　　では・・・「ほ」の４、「ほ」の５、「に」の４。

天野　　轟沈、「ほ」の４です。全滅です・・・。

敷島　　はっはっは、やっぱ、軍令部の若きリーダーは違うねぇ。天野君ごときでは、相手にならんか。

鳴海　　いえ・・・所詮ゲームですから。

敷島　　まぁまぁ。
　　　　　　ノック音×２
神宮司　　失礼します。神宮司入ります。

　　　　　　神宮司、登場。

敷島　　おお、神宮司君。ちょうど良いところに来たねぇ。君も彼と一戦、やってみないかね。

神宮司　　・・・と、申されますと？

敷島　　「潜水艦ゲーム」だよ。

神宮司　　すみません。私はゲームは・・・。

敷島　　何、相手の手を読む訓練だ。潜水艇の艦長には必要なことだろう？

神宮司　　そうおっしゃるのでしたら・・・。

敷島　　ルールは簡単、縦１～５、横「い」～「ほ」の５マスの中に３つのマークを書く。これが自軍の潜水艇だ。先行の者から相手のマスを３つ指定する。これが相手の陣地に機雷をまいたことになる。見事相手のマークを言い当てたときは、「撃沈」。相手のマークの周囲を言い立てたときは「至近弾」という。いち早く相手の潜水艇を全滅させた方の勝ちだ
神宮司　　はぁ・・・。

鳴海　　神宮司君・・・と言ったね。

神宮司　　は。

鳴海　　私は海軍軍令部に所属している。

神宮司　　（敬礼）

鳴海　　もし、このゲームで私に勝つことができたら、私の権限でできる範囲内で諸君らの願いを何でも１つかなえることを約束する。

神宮司　　！

敷島　　マ～～ジ～～！いいのかね、鳴海君、そんな約束して。

鳴海　　（真顔で）かまいません。ただし、先攻は私がもらう。神宮司君、全力で取り組み給え。

神宮司　　は！

　　　　　　天野、二人にボードと方眼紙を渡す。

鳴海、さっさと３つマークする。

　　　　　　神宮司、すこし考えて、３つマークする。

神宮司　　・・・準備、できました。
鳴海　　この一戦には、君のみならず、隊の運命もかかっている。覚悟はよろしいか？
神宮司　　結構です。

鳴海　　よろしい。では、先攻させていただく。・・・「い」の１、「ほ」の１、「ほ」の５。

　　　　　　　間。

神宮司　　・・・撃沈３・・・全滅です。

敷島　　なぁ～～にぃ～～！

天野　　一撃必殺ですか！

鳴海　　合格ですな。

神宮司　　？

鳴海　　このゲームで極力相手に自分の存在を知られないようにするためには４隅に配置するのが当然のセオリーだ。君はこのゲームが始めてであるにも関わらず、そのセオリーを見抜いた。その聡明さ。そして、私は当然そのセオリーを知っていることは読めたであろうに、その裏をかこうとはしなかった。その愚直さ。どちらも「○六―弐式」の艦長として、ふさわしい。

神宮司　　・・・。

鳴海　　君は、逸材と言わざるを得ないな。

神宮司　　・・・礼を言うべき、と判断してよろしいでしょうか。

鳴海　　（鼻で笑う）・・・海軍軍令部、鳴海　雅彦大佐である。諸君らの上司となる可能性がある。覚えておけ。
神宮司　　上司？しかし・・・。

敷島　　まぁ、話は後にしてだねぇ、諸君。せっかくメンツがそろったのだ。そろそろ本日のメインイベントといこうじゃないか。え？天野君、準備をしてくれ給え。
天野　　了解しました、博士！
　　　　　　暗転。
　　　　　　ガツン、ガツンと、天野がサーチライトのスイッチが一つ一つ入れると、さほど広くない工房に、マシンが浮かび上がる。

　　　　　　それを見る敷島、鳴海、神宮司。

敷島　　どうかね。

神宮司　　・・・・。

敷島　　と言っても、素人の君には分からんだろうね。これが五人連座式を採用した「○六―弐式潜水艇」だ。全長２５．７メートル。７５０馬力。理論上の航続距離は十七万八千メートル・・・実に「一式」の３倍だよ、３倍。赤く塗って角でもつけるかね？
神宮司　　もう、完成なんですか？

敷島　　装甲を取り付けて、浸水検査をすれば、ね。あと１ヶ月と言ったところか。

神宮司　　もう、そんなところまで・・・。

敷島　　当然だよ！この敷島をなめてもらってはこなるねぇ。天才だよ、秀才だよ、あったま良いんだよ僕ぁ。わはははは。

天野　　よっ、日本一！
敷島　　ちっちっち、「大東亜圏一」と言ってくれ給え。

神宮司　　それで・・・出撃はいつ頃？

敷島　　それについては、彼の命令を聞くように。

神宮司　　軍令部士官の、ですか？・・・しかし、我々は・・・。

敷島　　左様。軍隊ではない。しかし・・・気がつかなかったのかね？

神宮司　　何が、ですか？

鳴海　　戦闘能力を持つ艦艇が、日本の領海を海軍の許可無く航行できるとでも？
神宮司　　！

敷島　　なに、指示を仰ぐのは、出航のタイミングだけだ。この○六―弐式には、長期潜行能力がある。海軍の艦艇に曳航（えいこう）してもらう必要もない。つまり・・・勝手にやらせてもらう。そうだな、鳴海君？

鳴海　　かまいません。誤射、誤爆をさけるため、識別信号を出していただくことさえ守っていただければ。ただし、我々もあなたがたを一切支援しません。よろしいですね。

敷島　　結構。

鳴海　　正直言って、我々は諸君の戦果にはさほど期待していない。百に１つ、万に１つも戦果があれば十分である。くれぐれも足を引っ張らぬように。

神宮司　　！

敷島　　言うねぇ、鳴海君。

鳴海　　私の意見ではありません。軍令部の意見です。

敷島　　何を言うかね。頼みの綱の連合艦隊も壊滅、硫黄島も墜ちて、ジリ貧だろが。陸軍じゃ、「ひめゆり部隊」とかぬかして、女学生までかり出す準備してるクセに。
鳴海　　！・・・何・・・。
敷島　　ぶっちゃけ、猫の手も借りたいのは、海軍さんも同じだろ？ん？

鳴海　　なぜ、それを！

敷島　　言ったろう？僕ぁね。天才なんだよ？

鳴海　　・・・。

敷島　　大体ねぇ・・・せっぱ詰まりでもしなきゃあ、こんな兵器作るわけないじゃないか。作らせる奴も作らせる奴なら、乗る奴も乗る奴だ。ま、それもこれも、作れちゃう奴がいるからなんだけどねぇ。偉い奴もいたもんだねぇ。わはははは。と言うわけで、天野君。
天野　　はい。

　　　　　　天野、電話帳ほどの厚さの紙束を持ってくる。

神宮司　　・・・これは。

敷島　　○六―弐式運用マニュアルだよ。早急に隊員一同に仕込み給え。

神宮司　　これを、ですか？

敷島　　なぁに。シミュレーションを通して、君はほとんどマスターしているはずだ。隊員諸君は君の指示に従って、３２種類のハンドルや弁を開閉するだけのことだ。一式よりいくらが増えたが、単座の一式は、これらを一人で操作する。そのことを思えば、5人で分担する君らの負担は随分軽減されている。むしろ・・・やっとやることができて、うれしいのではないかね？
神宮司　　・・・。

敷島　　ただ・・・通信索敵長である、副艦長だけは、そうはいかんと思うのだが・・・？

鳴海　　大丈夫です。畑中は一通り仕込まれているはずです。

敷島　　それはまた、随分と優秀な人材だねぇ。

鳴海　　・・・。

敷島　　・・・いいのかね、本当に乗せても？

鳴海　　・・・。

敷島　　それとも・・・むしろ、「乗せたい」のかね？ん？

鳴海　　！

敷島　　僕ぁ、何でも知ってるんだよ、君ぃ。

鳴海　　・・・。

敷島　　まぁ、いいさね。お互い、せいぜいがんばろうじゃないか。ねぇ。わはは・・・あぁ、そうだ。神宮司君。

神宮司　　はい。

敷島　　いよいよ、隊員諸君に新兵器の概要を説明せねばならんねぇ。そこで、型式番号「○六―弐式」なんてのじゃなくて、そろそろちゃんとした名前をつけてやろうじゃないか。

神宮司　　・・・。

敷島　　何か、希望でも？

神宮司　　いえ、特に。私自身は、「○六」でもかまいません。

敷島　　まぁ、そう言うなよ、君ぃ。実はもう考えてあるんだからさぁ。

神宮司　　そうなんですか？

敷島　　海軍さんには申し訳ないけどね、勝手にやらせてもらうよ・・・（懐から、折りたたんだ半紙を出して広げる）・・・その名も「轟天（ごうてん）」。一式の魂を引き継ぐ、一撃必殺の新兵器、海底軍艦「轟天」号だ！

　　　　　　　Ｐ：０６
　　　　　翌日？
　　　　　神宮司、訓練所に戻ってくる。
　　　　　訓練中なのか、誰もいない。

　　　　　と、遠くから、歌声。

　　　　　

　　　　　遅れて、畑中、東、西、北登場。

畑中　　全体～止まれ！隊長に向かって敬礼！

東・西・北　　（敬礼）

神宮司　　・・・何をしている。

畑中　　は。ランニングであります。

神宮司　　・・・なぜ、歌っている。

畑中　　ええと・・・そういう訓練なんですけど・・・。

東野　　隊長・・・これ・・・結構・・・きついです・・・。

西部　　歌いながらですと・・・呼吸が・・・。

北森　　でも・・・何か・・・ただ走るより楽しくて・・・結構走れます。

畑中　　ということです。

神宮司　　総員、整列！

一同　　はっ！

　　　　　　一列横隊。

神宮司　　・・・戦局厳しい、この状況下において、歌いながら訓練をするとは・・・不謹慎も甚だしい！恥を知れ！

東野　　しかし、隊長。

神宮司　　何か。

東野　　我々も当初、そう言ったんですけど・・・。

西部　　実際、畑中副隊長の言うようにやると、効果があるんです。

畑中　　　実は、吹奏楽部にいたときに、こういう訓練をしていたんです。肺活量を上げると言う意味では、目的は同じですから、行けるんじゃないかと・・・。
神宮司　　すると、何か？お国を守る戦いをしようとする我々が、学生のクラブ活動と同等の訓練をしているということか？

北森　　でもですね、ホントに記録伸びたんですよ。

神宮司　　記録？「肺活量向上および同調訓練」のことか？

北森　　はい。ねぇ。

　　　　　うなずく一同。

神宮司　　ほぉ・・・よかろう。一同、訓練の成果を見せよ。

畑中　　分かりました。・・・では。
　　　　　四人、音取り（アカペラグループが曲前にやるあれです。）

神宮司　　？

畑中　　では、みなさん。テンポ６０でいきます。いいですか？・・・ワン、トゥっ！
　　　　　畑中の指揮で３人斉唱。

　　　　　曲はゲーテ詩、シューベルト曲「野ばら」

　　　　　

[歌詞]
Sah ein Knab' ein Röslein stehn,
Röslein auf der Heiden,
war so jung und morgenschön,
lief er schnell, es nah zu sehn,
sah's mit vielen Freuden.
Röslein, Röslein, Röslein rot,
Röslein auf der Heiden.
　　　　　お世辞にも、上手いとは言えない歌・・・。
神宮司　　待てぇい！
一同　　・・・。

神宮司　　敵性文化を堂々と歌うとは、貴様ら正気か！

畑中　　ご心配なく。ドイツ語ですから（この時、三国軍事同盟の一角、イタリアは無条件降伏してますが、ナチスドイツはギリギリ健在）。まぁ、とりあえずご覧下さい。テンポいいですね。では準備を。
　　　　　毎度おなじみ洗面器の準備。

　　　　　畑中、ストップウォッチの準備。

畑中　　では、行きますよ・・・顔つけ！

　　　　　顔をつける３人。

畑中　　ワン、トゥ。

　　　　　ぶくぶくしながら歌う３人。　

　　　　　歌い終わると同時に顔を上げる。

３人　　ぶはぁ！
畑中　　タイム１１２秒。ぴったりです。

３人　　（歓声）！

畑中　　まだ、約２分ですが、これを２番までやれるようになれば、ほぼ４分に届きます。タイミングもばっちり合います。ね、なかなか良い方法でしょう？
　　　　　神宮司、つかつかと、畑中の前まで。

畑中　　？

　　　　　神宮司、無言で全力パンチ。

　　　　　ぶっ飛ぶ畑中。

神宮司　　貴様ら・・・私がいない間、遊び惚けていたのか！何だ、これは！

東野　　しかし、ですね・・・。

神宮司　　私は、体練を命じたはずだ。そうだな、東野隊員！

東野　　はっ。その通りであります。

西部　　しかし、ですね隊長。実際、この練習で少なくともタイミングは合うようになったんです。記録はまだ短いですけど、少しずつ伸びてきているのは・・・・・。
　　　　　神宮司、東野＆西部にパンチ。

神宮司　　・・・ここは何だ・・・いつから女学校になった・・・我々は軍隊ではない・・・しかし、心はいつも本物の軍人より軍人らしくあろうと誓ったのでは無かったのか・・・ええ？どうなんだ！

北森　　あのぅ・・・。

神宮司　　何だ！

北森　　！・・・あの・・・お気に触ったのなら、ごめんなさい。もし、ダメなら、今まで通り練習します。でも・・・でも、できたら、それとは別に歌の練習もさせてもらえませんか？

神宮司　　何？

北森　　上手くなっていくの、分かるんです。なんか、だんだん上達して行っているなって、感じるんです。なんか・・・ただ、走ったり、息止めたりしてるより、やりがいがある感じがするんです。

神宮司　　！

北森　　・・・もう少し、続けさせてもらえませんか？ちゃんとやりますから。座学もがんばりますから・・・。

　　　　　神宮司、一同を見渡す。
神宮司　　畑中少尉、ちょっと来い。

東野　　あの・・・。

神宮司　　総員待機！

　　　　　神宮司・畑中　一度去る。
　　　　　東・西・北、去る。

　　　　　改めて神宮司、畑中登場。

神宮司　　・・・。

畑中　　・・・。

神宮司　　貴様・・・自分が何をしたか、分かっているのか？

畑中　　どういう意味ですか？

神宮司　　言葉通りの意味だ。

畑中　　私は・・・私なりの考えで効果的な練習をしたつもりです。

神宮司　　・・・。

畑中　　遊びにしか見えないのかも知れないですけど、効果はあるんですよ、ちゃんと。全員がタイミングを合わせるには、タイミングを合わせるための指針が必要なんです。歌はその指針になるでしょう？

それに・・・そもそも、しごけば伸びるというものではないでしょう？昔から人は単純な作業を延々と繰り返すときには、労働歌を歌ったりして、気を紛らわせながら作業をしたんです。ただ延々と走ったりするより、ずっと効果があるんです。ホントなんですよ。

神宮司　　そういうことを言っているんじゃないんだ。私は。
畑中　　・・・？

　　　　　意外にも、悲しそうな神宮司。

神宮司　　工房で・・・鳴海という男に会った。

畑中　　！鳴海さんに・・・いえ、鳴海大佐にですか？

神宮司　　鳴海とはどういう関係だ。

畑中　　上官です。

神宮司　　・・・。

畑中　　あと・・・その・・・私の・・・何と言いますか・・・親しくしていた女性の、お兄さんです。

神宮司　　その鳴海の紹介で、ここへ来たのだったな。

畑中　　はい。

神宮司　　ここのことは、鳴海から聞いていたのか？

畑中　　え・・・いや、少しは・・・。

神宮司　　・・・そうか。そう言えば、当初は潜水艇の開発をしていることすら、知らなかったな。

畑中　　ええ・・・まぁ。

神宮司　　分かった・・・もういい。

畑中　　え、いいって。

神宮司　　貴様に任せると言ったのは私だ。責任は私にある。以降好きにせよ。訓練は貴様に任せた。私は座学に徹する。ただ・・・後悔するぞ。

畑中　　効果的な練習をしたことを、ですか？

神宮司　　違う。彼女らにやりがいをあたえたことを、だ。

畑中　　・・・？
　　　　　と、そこへかけてくる西部。
西部　　隊長。

神宮司　　どうしたか。

西部　　敷島博士と、あと、鳴海大佐とおっしゃる方が見えてますが・・・。

神・畑　　！

　　　　　駆け出す３人。
　　　　　　　Ｐ：０７
　　　　　別室

　　　　　ＢＧＭやスライド等を用い、プロパガンダをする鳴海。

　　　　　

　　　　　席に着いている東・北。

　　　　　途中から加わる、西・神・畑

鳴海　　　去る１０月１２日、台湾沖航空戦において、陸海軍機のべ６５０機が出撃。敵空母１１隻撃沈、八隻撃破、他多数の戦艦、巡洋艦を撃沈、撃破した。真珠湾攻撃以来の大快挙である。注目してもらいたいのは、この敵撃破数の内、特に空母の数である。１０月１０日に那覇市を空襲したアメリカ航空部隊も、空母から発進したものである。

　　　　　時代は、大艦巨砲主義から、航空機万能主義へと移行している。その中核を担うのが、空母である。我が海軍は「大鳳（たいほう）」「翔鶴（しょうかく）」「飛鷹（ひよう）」などの空母を保持していたが、激戦の後、マリアナの海に沈んだ。

　　　　　かくなる上は、敵艦隊の大型空母を撃沈させることが、我が海軍の急務である。それさえできれば、我らはまだ連合各国と互角に、いや互角以上の戦いをすることができるのである！

天野　　　拍手！

　　　　　一同、拍手。

天野　　　では、その敵空母を撃沈せしめる、今世紀最大最強、驚天動地の新型潜水艇を、開発者である敷島もと技術中将閣下より表していただきます。閣下、どうぞ！

　　　　　拍手に迎えられ、中央に立つ敷島。

敷島　　　実験小隊の諸君。長らく・・・あ、大変長らくお待たせいたしました。我が敷島兵器開発局が送る、今世紀最大最強のビックリドッキリメカ、海底軍艦「轟天」の勇姿をごらんいただこう！ぽちっとな！

　　　　　スクリーンに映し出される轟天。ただし想像図。

　　　　　いかにもうさんくさい。

敷島　　　○六―一式の欠点は３つ。一つ、後進できないこと。二つ、旋回半径の大きさ、三つ、最大潜行深度が８０ｍしかないこと、である。轟天は四方に配置されたスクリューにより、水中における自由な機動を確保、さらに、潜行深度２００ｍに優に耐えうる頑強な装甲を持ち得ておる。この性能にものを言わせ、敵空母の直下に潜り込み、真下からドテっ腹に一撃を加える。敵空母はほぼ間違いなく撃沈。運良く撃沈を免れても、搭載機は壊滅的な打撃を受けるだろう！

正に、「天をも回らす」と言われた一式をしのぐ、「天をも轟かす」新兵器であ～る！

畑中　　！

　　　　　おどろいて、立ち上がる畑中。

東野　　どうしましたか、副隊長。

西部　　お座り下さい。

畑中　　あ・・・ああ・・・。

敷島　　では、諸君！栄えあるこの新型機「轟天」の運用マニュアルを、神宮司隊長より受け取り給え。神宮司君前へ。

神宮司　　は！

　　　　　起立し、敷島の前へ出る。神宮司。

敷島　　いかんねぇ、神宮司君。マニュアルを工房に忘れるとは。君らしくないじゃないか。え？

神宮司　　いえ、まず私自身が熟読してから、隊員に渡そうと思いましたので。

敷島　　そうかい、そりゃ悪かったねぇ。僕ぁてっきり、「まだ隊員には渡したくなかった」のかと思ったよ。

神宮司　　！

敷島　　さぁ、諸君、受け取り給え、このマニュアルをカンペキに覚え込み、「轟天」の初陣に備えるのだ！

　　　　　マニュアルを配る敷島、天野。

　　　　　喜んで受け取る、東、西、北ら。

　　　　　立ちすくむ神宮司。

　　　　　そして、畑中には、鳴海が直接手渡す。

畑中　　・・・。

鳴海　　轟天が軍に正式採用されるかどうかは、この部隊の戦果にかかっている。だが、この部隊は寄せ集めだ。しかし・・・唯一お前だけが正式な訓練を受けている。期待しているぞ。

畑中　　鳴海大佐・・・いえ、鳴海さん。

鳴海　　？

畑中　　「轟天」・・・○六―弐式「轟天」とは、もしや・・・。

鳴海　　・・・。

畑中　　鳴海さん！

鳴海　　畑中・・・ユキ子はもう戻らない。

畑中　　！

鳴海　　・・・もう、いいじゃないか。

敷島　　諸君！完成次第、一度きりの試運転を行う。その時までに、十分に訓練を積むように！では、また会おう！さらばじゃ～。

　　　　　にぎやかに帰って行く敷島、天野。

　　　　　去る鳴海。

　　　　　マニュアルを片手に去る東、西、北。

　　　　　取り残される、神宮司、畑中。

畑中　　・・・神宮司隊長。

神宮司　　何か。

畑中　　少し、私に時間をもらえませんか。三日ほど。

神宮司　　・・・。

畑中　　調べたいことがあるのです。施設外には出ません。おそらく・・・このマニュアルを熟読すれば、答えは得られると思います。

　　　　　間。

神宮司　　・・・良かろう。

　　　　　黙って、礼をして出て行く畑中。

神宮司　　納得いくまで読むと良い。だが・・・事実は変わらない。もう、動き出してしまったんだ。　

　　　　　　　Ｐ：０７②

　　　　　ＢＧＭ）

　　　　　３日間の時間経過

　　　　　マニュアルをもとに、講義をする神宮司。

　　　　　歌の練習を続ける３人。

　　　　　一人黙々とマニュアルを読む畑中。

　　　　　そして・・・。

　　　　　会議室。

　　　　　講義を終えた後の神宮司。

　　　　　

　　　　　マニュアルを片手に入ってくる畑中。

神宮司　　・・・。

畑中　　隊長。

神宮司　　・・・。

畑中　　分かりました・・・もっと早く気づくべきでした。極秘開発の潜水艇、○六―弐式・・・弐式があるなら、当然「一式」がある。暗号名「○六金物」、「その一撃は天をも回らす」と言われた特殊潜水艇、正式名称「回天」。

　　　　九十三式酸素魚雷を改良した「回天」には、機動性にいくつかの欠点があった。○六―弐式「轟天」とは、「回天」の欠点を補うよう設計された改良型ですね。

神宮司　　・・・。

畑中　　つまり・・・つまり、酸素魚雷を改良した回天が「人間魚雷」と言われたように・・・「轟天」もまた、「人間魚雷」すなわち・・・特攻兵器なんですね。

神宮司　　・・・。

畑中　　マニュアルを熟読しました。敵空母の直下へ潜行し、バラストタンク他、余分な部品を強制排除。自身の浮力を利用して敵空母に体当たりし、敵艦艇もろとも自爆する。その作戦のための兵器。

でも・・・この設計は、あまりにも杜撰です。もともとが魚雷だった回天に比べて、航続距離と潜行深度は伸びはしたけど、最高速力を犠牲にしすぎている。それも、多分この形状では理論通りの速力すら得られないでしょう。空母の真下まで潜行するまえに、爆雷による攻撃を避けられない。

　　　　しかも、急速浮上するために、弾頭部分以外のほとんどの部分を捨ててしまう。これでは、一度浮上してしまったら、二度と潜行できない。「一撃必殺」と言えば聞こえは良いけど、外してしまえば二度目はない。

　　　　そして・・・そして何より・・・「轟天」には脱出装置がない。震洋艇ですら、乗組員が自力で脱出することを計算に入れていたのに。

　　　　轟天は、乗ったが最後、死ぬか、敵もろともに死ぬか、どちらかしかない兵器なんだ・・・そうですね。

　　　　　間。

神宮司　　・・・その通りだ。

畑中　　・・・。

神宮司　　少尉・・・よく調べた。だが、おそらく君は誤解している。

畑中　　・・・何を・・・ですか？

神宮司　　そんなことは、君以外の全員が知っているのだ。

　　　　　間。

畑中　　・・・何ですって。

神宮司　　・・・。

畑中　　知っているって・・・じゃあ・・・隊長も、隊員達もみんな？

神宮司　　そうだ。

畑中　　では、敷島博士も？

神宮司　　そうだ。

畑中　　では・・・では、鳴海大佐も？

神宮司　　そうだ。

畑中　　・・・。

神宮司　　・・・敷島博士は、兵器開発については天才だったそうだ。だが、現役を退いて長い。今では、天野助手がかなりの部分手直しを入れているのが現状だ。海底軍艦「轟天」などと、たいそうな名前をつけてはいるが、この船は実質、「鉄の棺桶」だ。乗ったが最後「後」はない。

だが、それは欠陥ではない。そのつもりで作られた機械に、そのつもりの人員が乗り込むのだ。

畑中　　うそだ！・・・そんな・・・まさか！

神宮司　　少尉・・・ここはそういうところだ。そして、私はウソは言わない。

畑中　　・・・。

　　　　　　間。

畑中　　・・・なぜ？

神宮司　　何？

畑中　　なぜ、こんな任務に志願したのですか？

神宮司　　おかしいか？

畑中　　だって・・・死ぬと分かっているのに。

神宮司　　鳴海大佐から言われなかったか？「お国のため、身命を賭して務めるように」と。

畑中　　！

神宮司　　連合軍の圧倒的な物量の前に、国民全てが玉砕の覚悟を持って事にあたらねばならん。軍人ならなおさらだ。もう一度聞くぞ。私が言っていることは、おかしいか？

畑中　　・・・。

神宮司　　ここが海軍でなくて良かったな。もし軍隊なら、「そんなことも分からんのか」と、足腰立たなくなるまでなぐられているところだ。

畑中　　・・・。

　　　　　　　間。

神宮司　　・・・少尉。

畑中　　・・・はい。

神宮司　　ここは軍隊ではない。だが、軍隊以上に軍隊らしくあろうとする者の集まりだ。臆したのなら、脱走なり何なり、勝手にするといい。ただし、私の見えないところでやってくれ。発見次第撃つ。仮に逃げられたとしても、非国民のそしりからは逃れられまい。

　　　　　それがイヤなら残れ。ただし・・・

畑中　　？

神宮司　　歌はもう忘れろ。

畑中　　！

神宮司　　・・・我々にやりがいなど必要ない。喜びも、悲しみも・・・我々には、一切の感情などなくていい。我々はみな、海底軍艦「轟天」の部品に過ぎないのだから。

　　　　　　呆然とする畑中を残し、去る神宮司。

　　　　　　　Ｐ：０８

　　　　　　イメージシーン。

畑中　　・・・拝啓。鳴海ユキ子様。

　　　　今日は、とても・・・とても残念なお知らせがあって、筆をとりました。

　　　　僕は・・・とんでもない勘違いをしていたようです。

　　　　僕は・・・僕は、一体どうしたら・・・。ユキ子さん！

　　　　　　頭部管を握りしめる畑中。

ユキ子　　だから、言ったのに。

　　　　　　　ユキ子、登場。

畑中　　ユキ子さん。

ユキ子　　行かないでって・・・志願なんかしないでって。あれほど頼んだのに・・・。

畑中　　でも・・・でも、じゃあ、僕らはただ、守られていれば良かったのですか？何の心配もなく、ただ安穏と、暮らしていれば。

ユキ子　　じゃあ・・・今、満足？

畑中　　！

ユキ子　　戦いに行けて満足？

畑中　　それは・・・だって、こんなの・・・はっきりいって無駄死にじゃないか。

ユキ子　　・・・じゃあ・・・無駄じゃない死に方って何？

畑中　　誰かの役に立ちたかったんだ。誰かを守って戦いたかったんだ。守られるんじゃなくて！国のために、体をはって戦ってくれる人たちに、報いたかったんだ。そう思ってはいけないのか？

ユキ子　　そんなことない。

畑中　　・・・。

ユキ子　　とても、立派なことだと思う。でも・・・。

畑中　　？

ユキ子　　私は無理。私には耐えられない・・・。

畑中　　・・・。

ユキ子　　あなたを止めたかった・・・でも、あなたがあんまり曇りのない目で私を見るから・・・私は止められなかった。送り出すしか無かった。

　　　　　あなたが手紙をくれる度に、うれしかった。

　　　　　あなたが、まだ生きているって、分かったから。生きていれば、きっといつか帰ってくるって思えたから。

　　　　　でも、手紙が届く度に恐くなった。

　　　　　これが最後の手紙になるんじゃないかって・・・いつか、手紙じゃなくて、あなたの形見が届くんじゃないかって・・・。

志願するって決めた日の、あの曇りのない目のまま、むしろ誇らしげに、あなたが行ってしまうような気がして・・・私にはそれが恐かった。恐くて、恐くて・・・あんまり恐くて・・・ある日、思いついてしまった。「いっそあなたが、戦死してくれたら、楽なのに」って・・・。

畑中　　・・・。

ユキ子　　もう、無理・・・私は、あなたを待てない。

畑中　　ユキ子さん！

ユキ子　　・・・。

　　　　　　ユキ子、何か言いかけて去る。

　　　　　　その言葉は、別れの言葉か、謝罪の言葉か。

　　　　　　ノック×２。

　　　　　　鳴海、入ってくる。

現実のような、イメージシーンの続きのような。

畑中　　鳴海さん・・・。

鳴海　　畑中。

畑中　　・・・ダメだ。

鳴海　　・・・電報が届いた。

畑中　　ダメだ。それ以上は・・・。

鳴海　　残念な知らせだ。

畑中　　頼む、鳴海さん！

鳴海　　ユキ子が、死んだ・・・。

　　　　　　間。

鳴海　　入院先の精神病院で・・・。

畑中　　・・・。

鳴海　　衰弱だそうだ。入院以来、一口も食べなかったそうだ。

　　　　　　間。

鳴海　　畑中。

畑中　　・・・。

鳴海　　ユキ子はもう、戻らない。

畑中　　・・・。

鳴海　　兄として、君の気遣いには感謝しているつもりだ。だが・・・もう、いいじゃないか。

畑中　　・・・。

鳴海　　君には身寄りがいなかったはずだ。そして、ユキ子ももういない・・・君なら、轟天に乗ってくれるな。

畑中　　（呆然と）鳴海さん。

鳴海　　？

畑中　　・・・轟天に乗って・・・敵の空母を沈めたら、終われますか？

鳴海　　・・・。

畑中　　いつ、終われますか？

どうなったら、終わりますか？

　　　　敵がいなくなったら終わりですか？

　　　　一兵残らず殲滅すれば勝ちですか？

それとも・・・それともいっそ我々が・・・。

鳴海　　畑中！

畑中　　！

鳴海　　・・・それは、我々の考えることではない。

畑中　　では、誰が？

鳴海　　畑中・・・もう、考えるな。

畑中　　・・・。

鳴海　　考えても、つらくなるだけだ。お前も、そして、周りの者も・・・。

　　　　　　鳴海、去る。

　　　　　一人残る、畑中。

　　　　　呆然としていた顔から、何かを決めた顔へ、そして。

　　　　　　ｐ：０９

畑中　　総員、集合！

　　　　　バタバタと集まってくる東、西、北。

北　　眠い～～。

東　　どうしたんですか？まだ５時ですよ？

畑中　　気をつけぃ！

　　　　一同、気をつけ。

畑中　　幸いにして、「轟天」は完成間近となった。我々の出撃の日も近い。いつ、何時出撃となってもいいよう、常日頃から心身を鍛えねばならない。

　　　今後、このように計画にない臨時の訓練を行うこともある。注意するように。

北　　え～。

畑中　　一同、右向け右！外周１０周！

東　　！今からですか？

西　　このへん、街灯無いんですよ？

畑中　　復唱！

東　　は！外周１０周、ただちに行ってきます！

北　　・・・あの、副隊長。

畑中　　？

北　　今日は、何、歌いながら行きますか？

畑中　　・・・いらん。

北　　？

畑中　　歌はいらん。ただ黙々と走ればいい。

西　　え、でも・・・。

畑中　　黙れ。貴様らは、上官の命令に従っていればいい。貴様らが考える必要など無い！

東　　・・・。

畑中　　西部隊員。笛を吹け！

西　　え、えっと・・・持ってきていません。

畑中　　（にらむ）

西　　だって、ここのところ、歌いながら走っていたし・・・。

畑中　　もういい。各自のペースで行け！駆け足、始め！

一同　　は！

　　　　　一同、走り出す。

　　　　　へろへろになって帰ってくる、一同。

畑中　　続いて、肺活量向上および同調訓練を行う。準備をせよ。

西　　うそ・・・。

東　　副隊長、これはあまりにも・・・。

　　　　　無言で東野を殴る畑中。

畑中　　・・・何をしている・・・洗面器はどうした！

一同　　は、直ちに準備します。

　　　　　一同、準備する。

北　　テンポはいつも通り、６０ですか？

畑中　　いらん。

北　　え？

畑中　　黙って息を止めればいい。歌などいらん。

西　　でも、せっかく記録が伸びてきたところじゃないですか。

　　　　　西部、殴られる。

畑中　　いつまで、遊び気分でおるか！

一同　　・・・。

畑中　　肺活量向上および同調訓練、始め！

　　　　　一同、始める。

　　　　　ただし、１０周走った直後のこと、長くは持たない。

畑中　　何だ、この体たらくは！そんなことで、栄えある新型兵器、轟天のパイロットになれると思うか！気合いを入れよ！・・・もう一度だ！肺活量向上および同調訓練、始め！

　　　　　　　一同、もう一度。

畑中　　（独り言）今、理解しましたよ、神宮司隊長。この訓練の目的は、肺活量向上なんかじゃない・・・タイミングを合わせることでもない・・・向上なんかしなくてもいいんだ・・・ただ、息を止めて、頭をくらくらさせて、「考えない自分」を作る・・・それこそが、この訓練の真の目的・・・。

　　　　　　　畑中、西部の背中を踏んづける。

　　　　　　　西部、頭が上げられない。もがく。

東　　副隊長！

　　　　　　無理矢理、足をどける東野。

　　　　　　西部、死にそう。

　　　　　　みんな、荒い息・・・。

東　　西部。大丈夫か・・・西部！・・・副隊長！

北　　（泣きべそ）・・・こんなの・・・こんなのだったら・・・副隊長が来る前の方が良かった・・・。

畑中　　！・・・貴様（殴ろうとする）。

北　　（殴られそうなので、頭を抱える）

畑中　　・・・（やめる）・・・１時間後に集合。同様の訓練を行う。３分に達するまで何度でも行う。覚悟せよ。

神宮司　　少尉。

　　　　　神宮司、登場。

神宮司　　本日は、午前中に工房で操縦訓練を行う。体練はそのくらいにしておけ。

畑中　　・・・は。ご命令とあれば。

神宮司　　総員朝食をとった後、各自でマニュアルを熟読。講義の内容をよく復習しておくように。９時に工房集合とする。以上。解散。

　　　　　　一同、去る。

神宮司　　・・・今日は、歌わなかったのか・・・。

畑中　　・・・。

神宮司　　・・・北森を責めるな。責任は少尉、君と、そして君に任せた私にある。

畑中　　・・・分かっています。

　　　　　　二人、去る。

　　　　　　Ｐ：１０

　　　　　　冒頭の轟天シミュレーターを準備する三人。

　　　　　　天野君もバタバタと準備をする。

　　　　　　遅れて、神宮司、畑中登場。

敷島　　轟天操縦の最大のポイントは、水平潜行から垂直浮上に切り替わる瞬間にある。この時、３つのボルトを同時に切り離し、敵艦直下から垂直に浮上することができなければ、敵艦に当てることができない。

そして、それて浮上してしまえば、敵機雷の餌食となる。さらに悪くすれば、海底や岸壁に激突、自爆する恐れすらある。深度にもよるが・・・あ～・・・天野君？

天野　　はい。およそ５度以内におさめなければ、修正は不可能です。

敷島　　というわけだ。わかっとるね、神宮司君。

神宮司　　了解しております。

鳴海　　なお、昨今、石油は軍隊にとって極めて貴重な資源である。一滴たりとも無駄にすることはできない。よって、民間開発である轟天の搭乗訓練は、基本行わない。シミュレーターによる訓練で操作を完璧にしておく必要があることを伝えておく。

神宮司　　分かりました。

鳴海　　では、始め給え。

神宮司　　はっ。総員、配置につけ。

東・西・北　　了解。

　　　　　　４人、それぞれ座席に着く。

神宮司　　少尉。

畑中　　はい。

神宮司　　君は、艦の構造を熟知しているはずだな。

畑中　　はい。マニュアルにあった図面は熟読しました。

神宮司　　よし。では、少尉は席に着かなくて良い。今日の所は、３人に操作の手順を指導することを重視せよ。

畑中　　了解しました。

神宮司　　それでは、ただ今より、操縦訓練を行う。各部点検開始。

西（＝機関長）　　燃料給油完了。タンク内圧力正常。

北（＝爆撃長）　　電装系、通電確認。オールグリーンです。

東（＝航海長）　　面舵、取舵、確認。操舵系異常なし。

神宮司　　注水開始。

畑中　　待って下さい。東野隊員！調圧ロッドと調深ロッドの作動確認を！

東　　え・・・えっと・・・。

畑中　　右下。

東　　すいません・・・これか。・・・調圧ロッド、調深ロッドともに作動確認。異常なし。

神宮司　　よし。注水開始。

西　　注水開始、よーそろー。

畑中　　北森隊員、通電ランプから目をそらすな。注水時に漏電があれば、レッドランプが点灯するはず。

北　　は・・・はい！

西　　注水完了。

神宮司　　よし・・・発進準備。

西　　・・・。

畑中　　・・・航海長、機関長、各バルブの操作！

東・西　　え・・・えっと・・・。

畑中　　東野隊員、代われ！

　　　　　畑中、東野の席に着く。

畑中　　一度で覚えよ。次からは殴る。

東　　は！

畑中　　電動縦舵機、起動スイッチオン。ベント弁、キングストン弁、閉鎖。縦舵機排気弁全開・・・機関長！

西　　はい。

畑中　　ぼさっとするな。燃料系を！

西　　は・・・。

畑中　　操空塞気弁全開。

西　　は。

畑中　　復唱！

西　　はい。操空塞気弁全開。

畑中　　安全弁閉鎖。

西　　は、安全弁閉鎖。

畑中　　燃料中間弁、潤滑油導入弁ともに全開。

西　　は、燃料中間弁、潤滑油導入弁全開。

畑中　　了解。電動縦舵機、固定解除。電装系異常ないか。

北　　異常ありません。

畑中　　了解。艦長、発進準備完了しました。

神宮司　　・・・よし。一端ここまで。博士。

敷島　　ブラヴォ、ブラヴォ、ブラヴォ～！いやいや、立派なモンだねぇ。特に、畑中君。

畑中　　はい。

敷島　　君、いいねぇ。神宮司君もなかなかのもんだったが、君はさらに上を行くねぇ。鳴海君の推挙は伊達じゃないねぇ。え？

　　　　　　　ギクッとする畑中、鳴海。

　　　　　　　意識して目を合わせない。

鳴海　　・・・畑中以外の３名については、さらなる研鑽を要求する。

３名　　は。

鳴海　　隊長は部下の指導に努めよ。

神宮司　　は。

鳴海　　続いて、浮上シークエンスに入れ。

神宮司　　了解。浮上シークエンスに入ります。

鳴海　　目標直下到達時から始め。

神宮司　　了解。目標直下到達。副艦長、確認を。

畑中　　了解。誤差修正・・・確認しました。

神宮司　　よし。突撃体勢！

神宮司　　爆裂ボルト、安全装置解除！

東　　一番、よーそろー！

西　　二番、よーそろー！

北　　三番、よーそろー！

神宮司　　一斉解放、用意・・・３・・・２・・・１・・・解放！

　　　　　　　Ｐ：０２同様の射出音。

　　　　　　　電子音。

敷島　　どうかね、天野君。

天野　　はい。射出時の誤差、３．８度。海面浮上点、西に約５ｍそれたま

したが、有効範囲内です。

敷島　　ブラヴォ、ブラヴォだよ、ねぇ、鳴海君。

鳴海　　・・・しかし、直撃でなければ、敵艦を沈めることはできません。

敷島　　まぁ、これからだよ、君ぃ。

鳴海　　そうも言っておれません。戦況は逼迫しております。いつ何時、出撃命令が下るとも限りません。

敷島　　ああ、そうだったねぇ。海軍さんが都合の悪い情報を教えてくれないから、すっかり忘れていたよ。日本は負けてるんだったねぇ。そうだった、そうだった。

鳴海　　・・・轟天の方はどうですか？

敷島　　ほぼ完成しているよ。

畑中　　え、もうですか？

敷島　　浸水検査等、テストは残っているがね。

鳴海　　そうですか。つまり、あとは操縦する諸君の練度こそが最大の問題、というわけだ。

北　　あの・・・

鳴海　　？

北　　あの・・・私、考えたんですけど。

東　　待て、北森。・・・我々も、先ほどの結果は不本意であります。できれば、午後も自主練習の許可をいただきたいと思います。

　　　　　　何か、考えがある様子の３人。

神宮司　　・・・可能なら、許可をいただきたいと思いますが？

敷島　　どうかね？

天野　　充電をしなければなりませんので、連続使用は不可能です。

敷島　　だそうだよ。

東　いえ・・・そうじゃなくて・・・。

神宮司　　（遮る）・・・了解しました。では、実験小隊、通常訓練に戻ります。各自、宿舎に戻るように。

東　　・・・了解しました。

　　　　　　　一同、片付けつつ去る。

　　　　　　　ｐ：１１

　　　　　　

　　　　　　　残る、神宮司、畑中。

畑中　　隊長。

神宮司　　何か？

畑中　　提案があるのですが。

神宮司　　・・・言ってみよ。

畑中　　・・・あの３人は使い物になりません。船舶運用に関する基礎的な訓練があまりにも足りていません。今後訓練を重ねたとしても、付け焼き刃にしかならないことは明白です。

神宮司　　・・・だから？

畑中　　轟天は、回天の改良型です。基本的には、一人で操縦できます。

神宮司　　・・・。

畑中　　隊長・・・今からでも、轟天を単座式に改造することは不可能でしょうか。

神宮司　　・・・。

畑中　　最悪、私と隊長の複座式にするのはどうでしょう。そうすれば・・・。

神宮司　　・・・。

畑中　　あの・・・隊長？

　　　　　隊長、大爆笑。

　　　　　

神宮司　　（笑）・・・まさか、貴様と同じ発想をするとはな。

畑中　　・・・では？

神宮司　　その提案は却下だ。

畑中　　え？

神宮司　　その提案は、すでに私がした。そして、すでに却下されている。蒸し返したところでどうにもなるまい。

畑中　　・・・。

神宮司　　・・・君は、まるで私の思考をなぞっているようだな。

畑中　　・・・。

神宮司　　隊員の練習に戻れ。今朝の方法でよい。ただし、死なない程度に加減はせよ。

　　　　　　　神宮司、去ろうとする。

畑中　　待って下さい、隊長。

神宮司　　何か？

畑中　　・・・隊長も、単座式を提案されたんですよね。

神宮司　　・・・その通りだが？

畑中　　・・・なぜ、ですか？

神宮司　　？

畑中　　　先ほど、隊長は「私の思考をなぞっているようだ」と言われました。隊長は、どのような思いから、単座式の提案をされたのですか？

神宮司　　・・・。

畑中　　ひょっとして・・・隊長も、あの３人を残して、一人で行かれようとしたのではないですか？

神宮司　　・・・。

畑中　　隊長も、思って見えるんですね・・・轟天の運用は無駄死にであるということを。

神宮司　　それは、上層部批判か？

畑中　　ここは軍隊ではありません。

神宮司　　・・・。

畑中　　隊長・・・もし、隊長が、一人で行かれようとしているのなら・・・そうすることで、あの３人を生かそうとしているのなら、私も協力させてもらえませんか？

神宮司　　・・・。

畑中　　あの３人には、生き甲斐があります。

神宮司　　・・・歌のことか？

畑中　　それもあります。でも、それだけじゃなくて、「力を合わせて、目標に向かって取り組む」ことに喜びを感じる感性を持っています。彼女らは、生きる価値があります。それに・・・隊長も。

神宮司　　私？

畑中　　隊長も、・・・厳しい訓練を課す一方で、あの３人を守るために、たった一人で轟天に乗るつもりだったのでしょう？隊長には、誰かのために生きようとする心をお持ちです。

神宮司　　・・・。

畑中　　隊長・・・隊長は生きるべきです。

神宮司　　・・・少尉。それはつまり・・・君は死んでも良い、ということか？

畑中　　　・・・私には、身寄りがありません。両親は空襲で死にました。一人、守りたい人がいましたが、それも先日・・・。

神宮司　　・・・。

畑中　　でも・・・でも、私がまだ誰かのために生きられるのなら・・・私は轟天に、誇りを持って乗れます。だから・・・。

神宮司　　少尉。

　　　　　長い間の後、

神宮司、ゆっくりと話し始める。

神宮司　　・・・私には夫がいた。

畑中　　・・・結婚、されていたんですか？

神宮司　　式は挙げていない。戦争が終わってからと思ったのでな。だから、婚約者と言うべきかもしれない。

畑中　　・・・。

神宮司　　でも・・・夫は死んだよ

畑中　　・・・。

神宮司　　・・・夫は「一式」の・・・回天の搭乗員だった。

畑中　　！・・・何ですって？

神宮司　　ある日、私のもとに、夫から手紙が届いた・・・遺書のつもりだったのだろう。でも、何カ所か黒く塗りつぶされていた。検閲を受けたのか、あるいはそれをおそれて夫が自分で消したのか・・・。

　　　　夫は私に伝えた・・・国のために行く。自分の死を悲しまないで欲しい。そして、私の幸せを祈る言葉で締められていた。

　　　　だが・・・だが、夫のいないこの国で、私はどう幸せに生きたらいい？夫に守られて、私だけが幸せに生きられると思うか？

　　　　いろんな疑問が湧いてきた。考えて・・・悩んで、悩んで・・・。

　　　　そんなとき・・・敷島博士からこの小隊への誘いを受けた。そうして集められたのが、君以外の４人だ。

畑中　　・・・では、あの３人も皆？

神宮司　　そうだ。だから、我々の小隊は女性ばかりなのだ・・・君を除いてな。

畑中　　・・・。

神宮司　　そして、私はこの小隊の隊長になった・・・考え、悩んだ末に、私は考えることをやめた。答えのでない疑問にとらわれるより・・・私は夫と同じ立場に立ってみることにした。

　　　　　　　間。

神宮司　　少尉・・・私はもう、二度と見送る側には立たない・・・そうなったらもう・・・おそらくは耐えられない・・・。

畑中　　・・・。

神宮司　　少尉・・・頼む。そっとしておいてくれないか。私には・・・もう「轟天」しか無いんだ。

　　　　　　これまでの印象とは違う、もろく小さな隊長の姿。

　　　　　　Ｐ：１２

　　　　　　宿舎に戻った３人。

グラウンドで、輪になり相談。

西　　　だからぁ・・・「安全装置、解除」でしょ？で、確認ランプがつくまでの時間は、計算しようがないんだから・・・。

東　　　それは分かった。だから、「一番、よーそろー」から、１つずつあわせてだな・・・。「一番よーそろー（ドー）」「二番よーそろー（ミー）」「三番よーそろー（ソー）」だろ？・・・で、「Röslein auf der Heiden」で解放すれば・・・な？

西　　　・・・お～。

北　　　なんか、できそう。

東　　　いいか・・・絶対に、垂直浮上を成功させ、「直撃」をねらうぞ。そのためにも、我々が心を１つにし、タイミングを合わせる必要がある。そして・・・

西　　　そのためには、「歌」が必要。

東　　　そういうことだ。ただし、これは隊長にも、副隊長にも内緒の極秘訓練だ。

北　　　ええ？いいじゃないですか、みんなで歌えば。

西　　　そんなの、反対されるに決まってる。
北　　　そうかなぁ。

東　　　ま、とにかくやってみよう。

　　　　　　　音取り。

　　　　　　　３人、「突撃体制」の位置につく。

　　　　　　　やってみる３人。ただし、小さな声で。

　　　　　　　「いけそう、いけそう」とか話し合う３人。

　　　　　　　と、そこへ、畑中登場。

畑中　　総員、集合！

３人　　は！

　　　　　　　

　　　　　　　あわてて立つ３人。

　　　　　　　間。

畑中　　・・・なにやら、歌が聞こえたようだが・・・？

東　　　は！我々には聞こえませんでした！

西　　　恐れながら、副隊長の気のせいだと思います！

畑中　　・・・歌の練習は、していないんだな！

３人　　は、もちろんであります！

畑中　　そうか・・・それは残念だ。

３人　　？

畑中　　気をつけ！

　　　　　　　４人、気をつけ！

畑中　　今朝は、すみませんでした！

　　　　　　　一人、礼をする畑中。

　　　　　　　３人「・・・。」

畑中　　いろいろと、思うところありまして・・・でも、ふっきれました。やはり・・・やはり、歌は「必要である」と判断しました。よって、歌の練習を再開したいと思います。

３人　　おお～。

畑中　　しかも・・・新曲です！

３人　　おお～。

畑中　　曲は、フリードリヒ・フォン・シラー作詞、ルードヴィッヒ・ヴァン・ベートーベン作曲、「歓喜の歌」！

東西　　おお～。

北　　　・・・ってどんな曲ですか？

畑中　　「第九」ですよ。聞いたことありませんか？「はーれーたーるーあーおーぞーらー、たーだーよーうーくーもよー」って。

北　　　ああ、それなら。

畑中　　ただし、せっかくですから、原語でいきます。

３人　　おお～。

畑中　　しかも、合唱に挑戦しようと思います！

３人　　おお～。

　　　　　　　一同、拍手！

神宮司　　何を騒いでおるか！
東　　あ・・・隊長。

神宮司　　・・・少尉。

畑中　　隊長・・・。

神宮司　　・・・。

畑中　　考えたんですが・・・

　　　　　　　間。

畑中　　隊長も歌いませんか？

　　　　　　　畑中以外の全員が「！」。

畑中　　先ほどのシミュレーターで、初回にして有効範囲内に浮上することができたのは、やはり、３人のタイミングが合ったからだと思うのです。さらに磨きをかければ、必ずや直撃することができます。そして、それには、カウントダウンをする隊長も、３人とタイミングを合わせる必要があるはずです。

神宮司　　・・・少尉・・・貴様。

畑中　　ね、隊長もいっしょに歌いましょう。

　　　　　　「・・・それは、無理なんじゃないかな・・・」という風の３人。

神宮司　　・・・。

　　　　　　間。

畑中　　・・・隊長。

神宮司　　・・・。

畑中　　私は、この部隊でただ一人、志願してここに来たわけじゃありません。でも、私も轟天に乗ります。・・・ですが・・・私は、轟天の「部品」にはなりません。最後の最後まで、「人」として轟天に乗ります。喜びも、悲しみも・・・恐れも、誇りも、悼みも・・・全て抱えて、抱えたままで、轟天に乗るつもりです。

神宮司　　・・・。

　　　　　　一同を見渡す神宮司

　　　　　　３人、無言の肯定。

神宮司　　そうか・・・分かった。

畑中　　・・・では・・・。

神宮司　　どうやら少尉、君と私は決定的にわかり合えないらしい。

畑中　　・・・。

神宮司　　少尉・・・。

畑中　　はい。

神宮司　　・・・私は、今から「脱走」する。

畑中　　・・・はい？

神宮司　　撃ちたければ撃て。遠慮はいらん。人に課した以上、自分も受ける覚悟はある。・・・３名は、これ以降畑中少尉の指示をよく聞き、研鑽に励むこと。いいな。

東　　隊長？

神宮司　　・・・。

　　　　　　　突然、走り去る隊長。

３人　　隊長！（追おうとする）

畑中　　待って下さい。

３人　　！

畑中　　・・・そっとしておきましょう。

北　　でも・・・。

畑中　　きっと、戻ってきますよ。それに・・・戻らないなら、戻らないで・・・それはそれです。

３人　　・・・。

畑中　　　さぁ、忙しいですよ。とにかく、マニュアルの慣熟が必要です。３人とも全っ然、足りていません。後ほどテストをしますので、覚悟しておいて下さい。

３人　　ええ～。

畑中　　　それに、「歓喜の歌」の歌詞を暗記してもらいますからね。さぁ、時間がありません、テキパキいきましょう！

　　　　　　ＢＧＭ「歓喜の歌」

　　　　　　バタバタと動き回る３人。

　　　　　　そして・・・。

畑中　　　拝啓、鳴海ユキ子様。

　　　　私は・・・私は、宣戦布告をします。

　　　　私は、私から「考えること」を奪おうとする全てに対して、最後の最後まで戦いぬいて見せます。

　　　　　ユキ子さん・・・私は、あなたを守れなかったのかも知れない。だけど・・・私の「戦い」を、どうか見守っていて下さい。

　　　　　ユキ子さん・・・私は・・・

私は負けませんよ。

　　　　　　　続く、ＢＧＭ「歓喜の歌」。　　

　　　　　　　それは、いつしか、３人の歌声に代わる。

　　　　　　　指揮をする、畑中。

　　　　　　　　Ｐ：１３

　　　　　　　歌い続けている３人。

　　　　　　　この間に時間は流れ・・・。

畑中　　（歌に乗せて）・・・一斉解放用意・・・３・・・２・・・１・・・はい！

　　　　　　　タイミングを合わせて、手をたたく（等）３人。

　　　　　　　タイミング、ばっちりあう。

　　　　　　　歓声を上げる３人。

畑中　　（拍手）・・・ＯＫ、ＯＫ。まずますですね。

北　　ええ～。「まずまず」ですか？

東　　素直に、「素晴らしい！」とか、言って下さいよ。

畑中　　いやぁ、まだそのレベルではないでしょう。

西　　　そうですよ・・・東野隊員の音程が微妙に下がるから、となりで歌っていて、歌いにくいのなんのって・・・。

東　　　なんだとぅ！

畑中　　まぁ、まぁ。でも、上達したのは確かです。この調子で、次のシミュレーターでは、直撃を目指しましょう！

３人　　おう！

　　　　　　盛り上がる、４人。

　　　　　　そこへ、鳴海登場。

鳴海　　・・・盛り上がっているな。

　　　　　　あわてて、整列する３人。

畑中　　・・・。

　　　　　　挑むように、鳴海を見る畑中。

鳴海　　・・・神宮司君はどうした。

北　　　あの・・・それが、この前から・・・。

西　　　バカ！（黙らせる）

鳴海　　？

畑中　　神宮司隊長は、極秘任務のため、出張しております。

鳴海　　・・・。

畑中　　・・・。

鳴海　　・・・まぁ、いいだろう。ここは軍隊ではないのだから。

３人　　（ホッ）

鳴海　　諸君に通達がある。心して聞くように。

４人　　（敬礼）

鳴海　　出撃の予定が決まった。

４人　　！

鳴海　　・・・本日より、約半月後。８月１６日に当基地を出航。おそらくはそのころ小笠原沖に停泊していると予想される敵連合艦隊に対し、突撃するものとする。詳しい行程と、識別信号はここ（封筒。筒でもいいかも）に書かれている。しかし、情報漏洩を防ぐため、出撃当日、もしくは特に命令が下るまで、開封することは禁止とする。厳重に保管するように。

　　　　　鳴海、畑中に、封筒を手渡す。

鳴海　　なお、この通達は、今後の戦局によって変更されることがある。急な出動にも即応できるよう、準備ぬかりないようにせよ。

４人　　はっ！

鳴海　　・・・ちなみに・・・これは、私が命令することではないが・・・海軍では、特攻隊の隊員は、出撃が決まると、３泊４日の休暇をとることが許される。家族と最後の一時を過ごすも良し、先祖の墓を参るも良し・・・諸君らも、有意義に過ごすといいだろう。

東　　　え・・・それって、つまり・・・。

西　　　外出しても良いってことですか？

鳴海　　よかろう。

３人　　（歓声！）

鳴海　　ただし、諸君らの部隊名、出撃先等は全て軍事機密である。一切他言無用と心せよ。

３人　　はっ！

鳴海　　なお、先ほど伝えたように、出航当日直前は、予定が変更される可能性があるため、待機とする。休暇をとる積もりなら、本日より早速とるべし。では・・・諸君らの健闘を祈る。

畑中　　・・・。

　　　　　鳴海、去る。

　　　　　間。

　　　　　

西　　・・・いかん、こうしちゃいられない。

東　　そうだな。すぐ準備しないと。

西　　あの・・・鳴海大佐も、ああ言ってみえたことですし、休暇をいただいても良いですか？

畑中　　え・・・あ、はい。でも、汽車の切符とか、大丈夫ですか？

東　　あ、私らみんな地元ですので。

西　　ええ。それぞれちょっと遠いですけど、３時間も歩けば帰れますから。

北　　切符買うのに並ぶより、歩いた方が早いです。

畑中　　あ、そうか、敷島博士の募集に応えられるんですから、そうですよね。

東　　・・・で？

畑中　　でって・・・ああ、もちろんいいですよ。

西　　休暇届とかって、いいんですか？

畑中　　まぁ、いいんじゃないですか？軍隊じゃないんですから。

西　　でも・・・一応、期限とか・・・。

東　　もう、ぐだぐだと、うるさいな。

西　　いや、こういうことは、きちっとしておかないと・・・。

畑中　　では・・・そうですね・・・今日が８月の２日ですから・・・じゃあ、５日の夕方・・・１８時としましょうか。それまでには戻って下さい。これでいいですか？

３人　　はっ。了解しました！

畑中　　では。（敬礼）

３人　　失礼します！

　　　　　３人、宿舎に戻ろうとする。

畑中　　あの・・・。

３人　　？

畑中　　・・・・・いえ、何でもありません。

　　　　　ぽつんと一人、残る畑中。

神宮司　　「いっそ、戻らなくてもいい」と・・・そう、伝えたかったのだろう？

畑中　　！

　　　　　神宮司、登場。

　　　　　軍服ではなく、ブラウスなんか着ていたりする。

神宮司　　「出撃すれば、生きては帰れない。彼女らがそのことを気付いていて考えないようにしているのか、それとも気付いていないのか・・・下手に言えば、かえって彼女らの恐怖をあおることになるし・・・」そんなところだろう。相変わらず、君の思考は読みやすいな。
畑中　　・・・・・。

神宮司　　・・・！・・・じろじろ見るな。

畑中　　あ、すいません。

　　　　　間。

畑中　　・・・あの・・・。

神宮司　　疲れた。歩きづめだったのでな。少し座らせてくれ。

畑中　　あ、はい。

　　　　　そこらに座る。

神宮司　　・・・すまなかったな。急にいなくなったりして。

畑中　　いえ。

神宮司　　・・・。

畑中　　・・・あの・・・。

神宮司　　ん？

畑中　　・・・いままで、どちらに？

神宮司　　・・・座らないか？

畑中　　・・・はぁ。

　　　　　畑中も座る。

　　　　　神宮司、カバンから、びんを出す。

　　　　　ウイスキーのボトル。

　　　　

神宮司　　・・・これは、酒か？

畑中　　そうですね。ウイスキーです。

神宮司　　旨いのか？

畑中　　多分。高いものでしょうから。

神宮司　　そうなのか。

　　　　　コップ２つに適当に注ぐ神宮司。

神宮司　　・・・（差し出す）

畑中　　・・・。

神宮司　　少尉は下戸か？

畑中　　いえ、むしろ好きな方ですが・・・。

神宮司　　では飲め。

畑中　　はぁ・・・いただきます。

　　　　　なんか、乾杯とかしてみたりして。

　　　　　一口飲む、神宮司。

　　　　　とたんにむせる。

神宮司　　・・・なんだ、これは！こんな辛いものを飲んでいるのか？

畑中　　普通は割って飲んだりするんですよ。

神宮司　　・・・そうなのか。

畑中　　ええ。

神宮司　　・・・そうか。

畑中　　・・・。

神宮司　　・・・日本酒が手に入らなかったのでな。出撃の前に振る舞えないかと思ったんだが・・・やはり、洋酒ではムリか。

畑中　　・・・。

神宮司　　・・・夫の部屋に、行ってきたんだ。

畑中　　・・・。

神宮司　　これ（酒）も夫のものだ。ご両親が持っていっていいと言って下さったので、もらってきた。

畑中　　・・・。

神宮司　　本当は墓参りをするべきなのかも知れないが、墓はまだないんだ。遺骨もないしな。代わりに・・・なのかどうか分からないが、ご両親が夫の部屋を、そのまま残していてな・・・どこかで、まだ帰ってきてくれることを期待しているのかも知れない・・・。

畑中　　・・・。

神宮司　　夫を亡くしてから、始めて夫の部屋に入った。面白かったぞ。真面目な人だと思っていたのだが、本棚の隅っこになぜか少女倶楽部があった。（笑）。

畑中　　・・・はぁ。

神宮司　　・・・行けて良かった・・・。

　　　　　間。

　　　　　８月。遠くでヒグラシが鳴いていたりする。

　　　　　奇妙にのどかな時間。

神宮司　　実はな、少尉。

畑中　　はい。

神宮司　　少尉に、言われた言葉が・・・痛くてな。

畑中　　え・・・何、言いましたっけ？

神宮司　　「私は、轟天の部品にはならない。全てを抱えて乗ります」

畑中　　ああ・・・言いましたね、そんなこと。

神宮司　　・・・なんだが、自分が支えにしてきたものを、大声で否定されたような気がして・・・。

畑中　　・・・。

神宮司　　それで・・・ちょっと逃げてきた（笑）。

畑中　　はは・・・・。

神宮司　　だが・・・意外と行くところってなくてな。店なんかどこもやっていないし、実家にも帰れないし。

畑中　　でも・・・。

神宮司　　ああ、これ（服）か？夫の家に行くのに、訓練服で行くわけにはいかないと思ってな。しかたがないから盗んだ。

畑中　　は？

神宮司　　自分の家に空き巣に入った。実にスリリングだった。

畑中　　（笑）。

　　　　　間。

神宮司　　・・・実に、半日たっぷり夫の部屋にいた。おかげでたくさん会話ができた。

畑中　　・・・「会話」、ですか。

神宮司　　ああ。「会話」だ。

畑中　　・・・。

神宮司　　考えてみると、夫を亡くしてから、私のイメージの中の夫は、背中を向けていたような気がする・・・私は、遠くに行こうとする夫の後ろを追いかけていたのかも知れない。

畑中　　・・・。

神宮司　　だがな・・・夫の部屋にいて、私は久方ぶりに、夫と向き合えたような気がするんだ。

畑中　　・・・。

神宮司　　私は・・・やっぱり、轟天に乗ろうと思う。

畑中　　・・・。

神宮司　　少尉・・・まだ、私を隊長と認めてくれるか？

畑中　　もちろんです。

神宮司　　・・・ありがとう。では、隊長として、一つだけ命令する。

畑中　　はい。

神宮司　　・・・けして・・・一人で行こうとしないでくれ。

畑中　　・・・誓って。

神宮司　　では・・・（手を差し出す）

畑中　　？

神宮司　　楽譜をくれ。私も歌うのだろう？ 

畑中　　ああ・・・はい。

北　　あの、私のでよろしければ・・・。

西　　こら！

東　　黙ってろ、今いいとこなのに！

畑中　　え・・・帰ったんじゃなかったんですか？

　　　　　３人出てくる。

東　　いや、そのつもりだったんですけど。

西　　よくよく考えたら・・・休暇もらっても、行くところ無いんですよね。

今更実家にも帰れないし。

北　　で、３人で相談したんですけど、何をしていてもいい３日間なら、歌の

練習しようかって。

東　　そしたら、隊長が・・・。

西　　で・・・ねぇ。

畑中　　「ねぇ」じゃないですよ。

神宮司　　北森、楽譜を。

北　　はい。

　　　　　渡す。

神宮司　　・・・「歓喜の歌」・・・歓びの歌・・・命を、美しいものを、言祝ぐ歌だ・・・。

畑中　　・・・。

神宮司　　良い選曲だ、少尉。

畑中　　はい。

神宮司　　だが、念のために言っておくが・・・あー・・・私は音痴だぞ。

畑中　　大丈夫ですよ。何とかなりますって。

神宮司　　私用に、楽譜を一部くれないか。やはり人の物では、な。

畑中　　分かりました。予備があったはずです。とってきます。

　　　　　畑中、去る。

神宮司　　みんな。

３人　　？

神宮司　　頼みがある。

　　　　　円陣を組んで、内緒話。

神宮司　　・・・どうだろう。

東　　　賛成です。

西　　　私も。

北　　　私も。

神宮司　　そうか・・・ありがとう。

東　　！や・・・やだなぁ、隊長今更。

西　　そうですよ。そういうのはいつもみたいに命令してくれればいいん

です。

北　　それに・・・ねぇ。

東　　・・・実は・・・私たちも、それ相談してたんですよ。

神宮司　　そうなのか？

西　　実は、「どうやって隊長を説得しようか」ってそれが一番やっかいだ

ったんですよね。

神宮司　やっかいとは何だ、やっかいとは！

一同　（笑）。

神宮司　　そうか・・・思いは一つか・・・。

　　　　　畑中の去った方を見つめる４人。
そこへ、戻ってくる、畑中。

畑中　　これです・・・え、どうしたんです？

東　　　いいえ、別に。

神宮司　　女同士の話だ。殿方にはご遠慮いただこう。

畑中　　はぁ・・・。

神宮司　　では、早速練習と行こうじゃないか。

３人　　はい。

　　　　　Ｐ：１４

　　　　　　畑中だけが浮かび上がる舞台。

畑中　　拝啓、鳴海ユキ子様。

　　　　　かくて、我々は残された最後の日々を、歌に没頭して過ごすことにしました。

　　　　　時々、ふと気がゆるむと、無性に叫びだしたくなったりすることもあります。でも、私たちは、精一杯の声で、歓びの歌を歌いました。

　　　　　後で知ったのですが、この年の８月上旬は、おおきな事件がいくつもありました。

　　　　　ソ連が宣戦布告。満州が攻め込まれました。

　　　　　原爆が落ちました。

　　　　　軍部では、ポツダム宣言受諾の可否について議論が紛糾しました。

　　　　　しかし、人里はなれたこの施設で、私たちはそれらを知ることなく、歌い続けていました。

　　　　　そして・・・出撃を明日に控えた日、８月１５日・・・。

　　

　　　　　遠く聞こえる、「玉音放送」。

畑中　　（放送を聞きながら）・・・え・・・負けた？・・・日本が降伏したのか？

　　　　　間。

畑中　　え・・・じゃあ・・・じゃあ、もう出撃しなくていいってことか・・・

！・・・隊長・・・隊長！
畑中　　隊長・・・隊長・・・・・・・まさか・・・隊長！

　　　　　明るくなると、工房。

　

　　　　　４人、出航準備をしている。

畑中　　何を・・・一体、何をしているのですか？

　　　　　艦橋から、顔を出す神宮司。

神宮司　　おお・・・少尉か。遅かったな。

畑中　　遅かったって・・・放送、聞かなかったのですか？

神宮司　　・・・聞いたよ。だから、こうしているんだ。

畑中　　　日本は無条件降伏しました。戦争は終わったんです。もう、武装解除しなきゃ。練習している場合じゃないですよ。

神宮司　　・・・だから、だよ。

畑中　　え？

神宮司　　我々は武装解除には応じない。命令が来る前に出航する。

畑中　　出航って・・・どこに？

神宮司　　どこと問われれば、さぁ・・・どこだろうな。

畑中　　？

神宮司　　ただ・・・我々は残るわけにはいかない。やはり我々には、轟天しかないのだ。

畑中　　隊長・・・。

神宮司　　すまんな、少尉。日本が勝ったとか負けたとかじゃなく・・・我々は、行くしかないようだ。

畑中　　神宮司隊長！

神宮司　　この半月、少尉のおかげで楽しかったぞ。礼を言う。

畑中　　そんな・・・そんなことが聞きたいんじゃない！

神宮司　　・・・。

畑中　　みなさんも、やめて下さい！

３人　　・・・。

畑中　　命令です。艦をおりて下さい！

西　　ごめんなさい、副隊長。

北　　いざ、となったら、こうしようって・・・隊長と相談してたんです。

畑中　　そんな・・・じゃあ、最初から僕だけ残す積もりだったんですか？

３人　　・・・。

畑中　　隊長！

神宮司　　・・・準備、急げ。

東　　はっ。

　　　　　間。

畑中　　どうしても行くんですか？

神宮司　　そうだ。

畑中　　では、僕も行きます。僕も乗せて下さい。

神宮司　　ダメだ！

畑中　　！

神宮司　　それは却下だ。

畑中　　・・・。

東　　・・・隊長。準備整いました。

神宮司　　よし・・・。

神宮司　　・・・少尉。君は軍人としては極めて無能な男だった。だが、だからこそ、君は良き夫、良き父親になるだろう。

君は残れ。我々は・・・。

神宮司、何か思いつき、不敵に笑ってみせる。

神宮司　　・・・我々は、「艦と命を共にする」。

畑中　　・・・。

神宮司　　うらやましかろう？

畑中　　！

神宮司、破顔一笑。

　　

神宮司　　さらばだ！

畑中　　隊長！

神宮司　　出航準備！

　　　　　「Ｐ：１０」の出航手順をなぞる３人。

　　　　　圧倒的に上達した３人は、作業に滞りがない。

　　　　　・

　　　　　・

　　　　　・

東　　了解。電動縦舵機、固定解除。電装系異常ないか。

北　　異常ありません。

東　　・・・隊長。いつでも行けます。

神宮司　　よろしい。では、諸君・・・行こうか。

３人　　了解！

神宮司　　海底軍艦「轟天」・・・発進！

　　　　　高らかに響く「歓喜の歌」

　　　　　最初で最後の航海。

海原へと漕ぎ出す異形の軍艦「轟天」。

　　　　　４人の顔に、迷いはなく・・・。

　　　　　なお、

轟天が戦果を上げたという記録は

残されていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終わり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　



Freude, schöner Götterfunken,�Tochter aus Elysium,�Wir betreten feuertrunken, Himmlische, dein Heiligtum!





歓喜よ、美しき神々の煌めきよ、�エリジウム（楽土）から来た娘よ、�我等は炎のような情熱に酔って�天空の彼方、貴方の聖地に踏み入る！








　「歓喜の歌」　詩：フリードリヒ・フォン・シラー　曲　ルードヴィッヒ・ヴァン・ベートーベン


（訳　岩田　倫和　� HYPERLINK "http://kcpo.jp/legacy/33rd/B-Sym9/Sym9-trans.html" ��http://kcpo.jp/legacy/33rd/B-Sym9/Sym9-trans.html�より抜粋）
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